
下水道事業経営戦略：平成29年度以降12年間に見込まれる施設投資額や使用料収入額をまとめ、将
来にわたり安定的に事業を継続するために必要な取り組みをまとめたもの。

用語
解説

　
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
『
下
水
道
事

業
経
営
戦
略
』
で
は
、
平
成
33
年
度
以
降

に
、
資
本
的
収
支
で
生
じ
る
不
足
額
を
内

部
留
保
資
金
で
補
て
ん
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
、
資
金
不
足
が
生
じ
る
見
込
み
と

な
っ
た
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
、

下
水
道
使
用
料
を
引
き
上
げ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
し
か
し
、
平
成
29
年
度
下
水
道
事
業
決

算
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
平

成
30
年
３
月
ま
で
の
収
入
と
支
出
を
ま
と

め
た
も
の
で
、
使
用
料
改
定
に
伴
う
収
入

増
の
効
果
は
一
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
収

益
的
収
支
の
営
業
損
益
、
経
常
損
益
と
も

に
赤
字
で
、
最
終
的
な
経
営
成
績
を
示
す

純
損
益
も
赤
字
と
な
る
な
ど
、
厳
し
い
経

営
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
本
的
収
支
は
、
平
成
28
年
度

以
前
と
同
様
に
、
収
入
と
支
出
の
差
引
で

生
じ
た
資
金
不
足
を
、
収
益
的
収
支
で
生

じ
た
内
部
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　
平
成
30
年
１
月
の
下
水
道
使
用
料
の
引

き
上
げ
に
よ
り
、
登
別
市
の
下
水
道
事
業

会
計
に
お
け
る
当
面
の
資
金
不
足
は
避
け

ら
れ
る
見
通
し
で
す
が
、
今
後
も
、
人
口

減
少
な
ど
を
背
景
と
し
た
使
用
料
収
入
の

　
資
本
的
収
支
で
は
、
下
水
道
管
や
浄
化

セ
ン
タ
ー
設
備
・
機
器
の
新
設
、
取
り
替

え
な
ど
に
必
要
な
支
出
と
、
そ
れ
ら
の
事

業
を
行
う
た
め
に
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借

り
入
れ
た
お
金
や
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
補

助
金
な
ど
の

収
入
、
過
去

の
借
金
の
元

本
の
返
済
金

な
ど
を
経
理

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年

度
に
は
、
建

設
改
良
事
業
と
し
て
、
常
盤
町
地
区
の
雨

水
を
来
馬
川
に
排
水
す
る
た
め
の
吐は

き

口ぐ
ち

を

新
設
し
た
ほ
か
、
同
地
区
の
汚
水
管
を
改

築
・
更
新
す
る
工
事
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
登
別
町
な
ど
で
、
居
住
者
の

希
望
に
応
じ
、
移
管
を
含
め
て
11
基
の
浄

化
槽
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
資
本
的
収
支
の
決
算
額
は
、

消
費
税
を
除
き
、
収
入
が
９
億
７
千
252
万

円
、
支
出
が
15
億
５
千
575
万
円
と
な
り
、

収
入
と
支
出
の
差
引
で
は
、
５
億
８
千
323

万
円
の
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

　
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
収
益
的
収
支
で
、

減
価
償
却
費
な
ど
の
現
金
の
支
出
を
必
要

と
し
な
い
経
費
に
よ
っ
て
生
じ
る
内
部
留

減
少
が
見
込
ま
れ
、
下
水
道
事
業
の
経
営

は
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
も
の
と
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
で
き

る
よ
う
、
維
持
管
理
経
費
な
ど
の
縮
減
や

施
設
の
効
率
的
な
整
備
、
使
用
料
の
徴
収

体
制
の
強
化
な
ど
を
行
い
、
経
営
健
全
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
市
民
生
活
を
支
え
る
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
、
利
用
者
で
あ
る
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
今
後
も
、
下
水
道
事
業
の
決
算

状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
広
報
紙
な
ど
で
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
下
水
道
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
資
金
（
現
金
の
余
剰
）
に
よ
り
、
補
て

ん
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　
下
水
道
グ
ル
ー
プ

　
　
　
（
☎
�
９
０
５
２
）

資本的収支の決算状況（単位：万円）
項　　目 金　　額

資本的収入 97,252
企業債 70,310
金融機関などからの借入金 70,310

負担金及び分担金 920
利用者からの負担金など 305
一般会計からの負担金 615

補助金 26,022
国からの補助金 9,780
一般会計からの補助金 16,242

資本的支出 155,575
建設改良費 33,852
下水道管整備のための経費 24,536
浄化センター整備のための
経費 8,078

浄化槽整備のための経費 1,238
企業債償還金 121,723
借入金の返済 121,723

収支不足額 △�58,323

◆
今
後
の
見
通
し
◆

◆
資
本
的
収
支
の
決
算
◆

▲�平成30年３月に完成した雨水
を川に排水するための吐口
（常盤町地区）

▲�生活排水、し尿などをきれいな水に処
理する『若山浄化センター』（若山町
１丁目）
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